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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、α/β加水分解酵素スーパーファミリーのメンバーをコードする。コードされるタンパク質はホモ二量体として機能し、脱パルミトイル化活性とリゾホスホリパーゼ活性の両方を示し、Rasの局在およびシグナル伝達に関与している可能性がある。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。この遺伝子の擬似遺伝子は、第4、6、7染色体上に同定されている。[RefSeq提供、2013年7月],触媒活性：パルミトイルタンパク質 + H(2)O = パルミチン酸 + タンパク質。,機能：三量体Gαタンパク質やHRASなどのタンパク質中のS-アシル化システイン残基から脂肪酸を加水分解する。また、リゾホスホリパーゼ活性は低い。,類似性：AB加水分解酵素2ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,
	研究分野
	グリセロリン脂質代謝;
	画像データ
	

	LYPLA1抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	LYPLA1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	LYPLA1ポリクローナル抗体を1：2000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

